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仏
へ
の
祈
り
①　

小こ

松ま
つ

原ば
ら

遺い

跡せ
き

「寺」と書かれた土器（上）
と灯明皿（下）

　

今
回
か
ら
は
、
秋
の
特
別
展「
那
須
の

人
々
の
心
と
ほ
と
け
―
古
代
か
ら
中
世

初
期
の
仏
教
を
た
ど
る
―
」に
合
わ
せ
て
、

仏
教
関
係
の
物
が
出
土
し
た
市
内
の
遺
跡

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

大
田
原
市
湯
津
上
、
笠
石
神
社
の
す
ぐ

西
か
ら
北
西
に
か
け
て
、
小
松
原
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

遺
跡
か
ら
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
住
居
跡
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
平
安
時
代
前
期
の
住
居
跡

か
ら
、
仏
教
に
関
連
す
る
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、「
寺
」と
読
め
る
文
字
が
書
か
れ
た
土
器
、
油
を

入
れ
て
火
を
灯
し
た
た
め
に
ス
ス
が
つ
い
た
土
器（
灯
明
皿
）

で
す
。
灯
明
皿
は
、
火
を
灯
し
て
仏
を
供
養
す
る
た
め
に
使

わ
れ
ま
し
た
。

　
「
寺
」の
土
器
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の
遺
跡
内
で
は
寺
院

跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
、
こ
の
遺
跡
は
大
き

な
集
落
だ
っ
た
た
め
、
近
隣
や
遠
方
の
寺
院
か
ら
僧
侶
が
や
っ

て
来
て
、
住
民
に
法
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
布
教
を
し
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

古
代
人
が
仏
に
祈
る
光
景
が
、
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
ね
。

問
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館　
（
９
８
）３
３
２
２ ⑲

　

１
０
０
号
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描
か
れ
た
油
彩
画
で
、
大
田

原
市
役
所
仮
設
庁
舎
Ａ
棟（
政
策
・
せ
い
か
つ
館
）の
2
階
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
絵
画
は
、
中
央
に
地
平
線
が
広
が
り
、
上
半
分
が
青

い
空
と
白
い
雲
、
下
半
分
に
は
広
々
と
し
た
草
原
を
帰
っ
て

い
く
羊
の
群
れ
が
描
か
れ
た
牧
歌
的
な
作
品
で
す
。
奥
行
き

が
表
現
さ
れ
、
雄
大
な
自
然
の
中
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
て
い
る
様
子
が
表
れ
て
い
ま
す
。
絵
の
前
で
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
と
、
ま
る
で
草
原
の
中
に
自
分
が
立
っ
て
い
る

よ
う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。

　

作
者
の
費
氏
は
、
こ
の
絵
に
つ
い
て「
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の

広
大
な
草
原
の
包
容
力
、
草
原
の
上
を
ど
こ
ま
で
も
流
れ
て

い
く
白
い
雲
へ
の
憧
れ
を
描
き
ま
し
た
」と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
異
な
る
文
化
で
感

じ
た
、
美
し
い
自
然
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
も
述
べ

て
い
ま
す
。

　

作
者
は
中
国
出
身
の
費
明
宇
氏
。
中
国
の
東
北
師
範
大
学

美
術
学
院
を
卒
業
後
、
日
本
の
上
越
教
育
大
学
を
修
了
し
ま

し
た
。
母
国
だ
け
で
な
く
日
本
で
も
活
動
的
に
個
展
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
東
北
師
範
大
学
美
術
学
院
の
准
教
授

と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

問
文
化
振
興
課　
　
　
（
９
８
）３
７
６
８

草
原
の
羊
の
群

費フ
ェ
イ

　

明ミ
ン
ユ
ウ宇

中
国　

２
０
１
４
年費　明宇　氏

芸
術
周
遊

第２回

■
新
庁
舎
建
設
工
事
に
向
け
た
準
備
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
下
旬
か
ら

新
庁
舎
建
設
地
内
の
倉
庫
等

の
建
物
解
体
工
事
や
敷
地
の

造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
平
成

29
年
６
月
末
日
ま
で
行
い
、

そ
の
後
、
庁
舎
本
体
の
建
設

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

■
路
線
バ
ス
の
り
ば
を
移
設
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
建
設
工
事
に
向
け

た
準
備
工
事
の
開
始
に
伴
い
、

路
線
バ
ス（
市
営
バ
ス
・
東
野

バ
ス
）の「
大
田
原
市
役
所
」バ

ス
停
を
総
合
文
化
会
館
の
前

に
移
設
し
ま
し
た
。

　

路
線
バ
ス
を
ご
利
用
の
際

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

新
庁
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
庁
舎
整
備
課 

（
２
３
）８
７
２
１

生
活
環
境
課 

（
２
３
）８
８
３
２

新
庁
舎
の
現い

ま在
を
お
伝
え
す
る

新
庁
舎
整
備
通
信

第２回

地 域 の ひ ろ ば

移設した「大田原市役所」バス停 造成工事の様子



2017.5 22

これは誰の羽根？　　　　答えは下にあります

　展示室２には、日本野鳥の会栃木の協力でふれあい

の丘で見られる鳥を中心とした「栃木の鳥」紹介コー

ナーと、同会員の河地辰彦氏が長年にわたって収集し

た「鳥の羽根」と「鳥の切手」を展示しています。

答え：羽根の持ち主は「カケス」でした

■観望情報■
☆金星　日の出前の東の低空で「明けの明星」として明

るく輝いています。午前中に天文館の 65㎝望遠鏡で
観望しますと、太陽の光を受けて半月形に輝く金星
を見ることができます。

☆木星　おとめ座にあり、日の入り後の南東から南の
空に見えます。明るさ
はマイナス 2.4 等～マイ
ナス 2.3 等。観望の好機
です。
条件が整えば、縞模様
や大赤斑なども観望で
きます。
( 木星　　写真左 )　

★　月が木星に接近　★

　木星は、今月上旬には 22 時頃に南中します。下旬には、
空が暗くなりきってすぐの 20 時頃に南中するようにな
ります。7 日、8 日には、この木星に満月前の月が見か
け上接近します。
　月は他の星々の間を日々移動しています。木星のよう
に明るい星の近くを月が通るときは、月の位置が毎日変
わることを実感できるよい機会です。時間を見つけて眺
めてみてはいかがでしょう。

■イベント情報■
★　小型望遠鏡操作体験　★

●日時…６月３日（土）午後７時 30 分～９時 30 分　　
●場所…ふれあいの丘天文館
●内容…小型望遠鏡の基本的な仕組みと操作方法を学び

ます。その後、自ら望遠鏡を操作し、月や惑星や恒星
などを観望します。

※当日の天候により内容と終了時間が変わります。
●対象…原則、小学校４年生以上
　（中学生以下は保護者同伴）
●定員…10 名（先着順）
　（中学生以下の同伴の保護者も含む）
●参加費…小中学生１名 100 円、大人１名 300 円　　　　
●申込方法…開催前日までにふれあいの丘天文館に電話

で必ずイベント名を告げて申し込み。

■「今年はとり年～羽毛恐竜からふれあいの丘の鳥まで
～」７月２日 ( 日 ) まで
　今年はとり年という
ことで、鳥にちなんだ
企画展を実施していま
す。「羽毛恐竜 」や「 翼
竜」・羽毛の化石の他に
鳥の祖先と言われる始
祖鳥や孔子鳥も栃木県
立博物館のご協力で見
ることが出来ます。　　　　　　　　　　　　

　展示室 1 では、太田実
さんの作品を展示してい
ます。太田さんは30才の
頃交通事故で脊髄を損傷
し車いすの生活になりま
した。そんな太田さんが
車いすで撮影した鳥の写
真とエッセイをご覧くだ
さい。
　展示室 1 には常盤大学コミュニティ振興学部の学生
さんが作製した「さわれるカブトムシ ･ クワガタ図鑑」
も展示中です。

天文館だより

自然観察館だより

問ふれあいの丘天文館　　（２８）３２５４
　http://www.fureai-tenmonkan.jp/

（28）3251　　http://kansatukan.jp/

■休館日…毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
■開館時間…午前９時～午後５時（入館は午後４時まで）

始祖鳥 孔子鳥

ルリビタキ セグロセキレイ
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大田原図書館からのお知らせ
大田原図書館　　(23)4560　通年 9:00 ～ 19:00
黒羽図書館　　　(59)0855　平日 9:30 ～ 18:30　土日祝 9:30 ～ 17:30
湯津上図書室　　(98)7037　通年 9:00 ～ 17:00

那須野が原ハーモニーホール

こんにちは。大田ワラオです。
　みなさんゴールデンウィークのご
予定はお決まりですか？
屋外でレジャーなど楽しそうですね。

※休館日は生活カレンダーをご覧ください。

（24）0880 http://www.nasu-hh.com/
※友の会会員優先予約、友の会割引料金についてはお問い合わせください。

大田原図書館
おはなしコーナー

ピノキオおはなし会 ５月 21 日（日）、６月４日（日） 午後２時～３時

読み聞かせ
紙しばい

など

子どものつどい ５月 14 日（日）、６月 11 日（日） 午後２時～３時
にじいろおはなし会 ５月 23 日（火） 午前 11 時～ 11 時 30 分

すみよし子育て支援センター おひさまぽかぽかの会 ５月 12 日（金）、６月９日（金）午前 11 時～ 11 時 30 分
黒羽図書館 2 階視聴覚室 コアラおはなし会 ５月 14 日（日）、６月 11 日（日） 午前 11 時～ 11 時 45 分

チケット発売情報
●聲明（しょうみょう）コンサート
　祈りのかたち　ひびき　こころ～大般若転読会～ 7 月 17 日（月・祝）14 時開演／小ホール

全席自由　2,200 円
第一部　大般若転読会　法要解説
第二部　大般若転読会
♪友の会優先電話予約：5 月 11 日（木）9 時～（電話のみ）
♪一般発売：5 月 13 日（土）

※特別記載のないものは未就学児は入場不可。

参加者募集
●オーケストラ探検　参加者募集！

【演奏・指導】那須フィルハーモニー管弦楽団
【パイプオルガン】ジャン＝フィリップ・メルカールト
【申込期間】5 月 15 日（月）～ 31 日（水）

※第 1 部出演者も同時募集（曲目：雷鳴と電光）

7 月 2 日（日）13 時 30 分開演／大・小ホール
第 1 部 オーケストラ探検コンサート（無料・入場自由）
第 2 部 楽器と遊ぼう（要申込・参加費 200 円・定員 100 名）

【対象】小学生以上（大人も参加できます）

●第 24 回マラソン・コンサート　出演者募集！
【曲目】1 人 1 曲（ソナタや組曲などは 1 つの楽章・曲）
【楽器】ピアノはスタインウェイを使用

　（※ 2 日目最終部は 2 台ピアノ使用予定）
電気の使用や準備などに時間のかかる楽器は不可

8 月 18 日（金）・19 日（土）／大ホール
【対象】小学校 4 年生以上。グループでの合奏は 5 人まで。
【参加費】200 円
【申込期間】6 月 1 日（木）～ 15 日（木）

チケット好評発売中
●ニッポン全国市町村公演
昭和のうたコンサート
出演　北海道歌旅座

5 月 15 日（月）　18 時開演／小ホール
全席指定　2,000 円、寿優待（77 歳以上）1,000 円

●よしもとお笑いまつり in 大田原
～金夜スペシャル！～
出演　タカアンドトシ、コロコロチキチキペッパー

ズ　ほか

5 月 19 日（金）　19 時開演／大ホール
全席指定　　前売 3,500 円　当日 4,000 円
　　　　　　5 歳以上有料。4 歳以下は膝上のみ無料。
　　　　　　ただし座席が必要なら有料。

●竹原ピストル 
　弾き語りコンサート 2017

6 月 24 日（土）16 時 30 分開演／小ホール
全席指定　3,500 円

※特別記載のないものは未就学児は入場不可。
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